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平成8年度 共同利用研究報告
活性応答研究部門 化学療法分野
病原放線菌における キトサナ - ゼ生産菌の
スク リ ー ニ ングとその 分類との 相関性に関する研究
安 藤 昭 - (千寒大学園芸学部)
長 田 轟 穂(千米大学園芸学郡)
鈴
工
岡
木 健 - 朗 (理研ライ フ サ イ エ ン ス 培養生物)
藤 卓 二 (理研ライ ブサ イ エ ン ス培養生物)
鴫 正 治 (東京テ ク ニ カ ル カ レ ッ ジ)
上 褒 (千襲大学真核徴研)
矢 沢 勝 滑 (千葉大学兵核微研)
赤 尾 三太郎 (千葉大学真核徴研)
研究成果
前年度報告寄にある17属49種の放線菌を用いたキ ト サ
ナ - ゼ 生産薗の ス クリ ー ニ ン グの結果, 一 次 ス タ r) - ユ
ン グで選別された生産南棟をさらに培地にリ ン酸緩衝液
(50m M, pH7. 0) を加えて蘭株の生産する敢に よる基
質キ トサ ン の溶解を防止した培地(0. 5% コ ロ イ グ ル キ ト
サ ンを主な炭素源とする平板培地) と緩衝液を加えな い
培地を用い て薗株の 溶解斑を比較検討した.
そ の結見 以下に示す南棟にお い て キ トサ ナ ー ゼ の生
産が艶められたが, こ の 生産性と南棟の 分規学的相関性
を論じる に は充分な結果は得られ なか っ た.
今後それぞれの菌株を液体培養に移して, そ の 酵素活
性を定豊イヒしたい o さ ら に菌体か らゲ ノ ム を抽出し, す
で に我 々 に よ っ て得 ら れ て い る放線菌キ ト サ ナ ー ゼ
(Noca T･dioide8SP. K-01 もしくは A m ycolatopsis sp ･
C S O- 2)の達伝子の 一 部をブ ロ ー プ として キ ト サ ナ ー
ゼ 遭伝子の ク ロ ー ニ ン グを予定である.
表1 . キ トサ ナ ー ゼ 生産性が観察された放線菌株
ATnyC OlatopsIS OT
･Le ntaus 8 ubsp. lzLT
･ida J C M 3141
A m yc olatopsI S O rie ntalis s ubsp. o rie ntalls J C M46DO
A m yc olafopsI SaZ Zuea J C M 3275
M ic r o m on osp o r a chaLc e aIF M 1232
M Icro m on o spo raJLL 8C aIF M 1 231
N o c a T.dLops乙S albu s s ubBp. Pr a SiTL alF M 0264
P la n oTn OTW SPO r aPa r a TuO SP O r a B ubsp･ pa r
.
a nLo spo r a
IF M1244
R hodo co c cLLSrubeT･ IFM 0148
Sa c cha r othrix cryoph ulsI F M 0240
Sxr eplo myce s s clerotialzL SIFM 5 269
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活性応答研究部門 形態応答分野
担子菌の 形態形成に関す る遺伝学的, 電子顕微鏡的研究
鎌 田 尭 (岡山大学理学部)
竹 尾 湊 治 (千葉大学真核徴研) .
研究成果
糸状菌に お い て 払 栄養成長の過程で は, 細胞 はも っ
ばら先端成長 (apic algr o wth) により増殖する . しか
し, 真正担子蘭の子実体形成の過程で は, 先端成長する
細胞の はかに伸展成長 (diffuse exte nsio ngr o wth) す
る細胞が分化し, 子実体の形態形成に おい て重要な役割
を演じて い る . 伸展成長する細胞は, 傘にも柄に も存在
するが, 最も顕著な伸展成長は, 子実体の成熟段階にお
ける柄の伸長過程でみ られ る. こ の過程たおい て, 柄細
胞は8.4倍/15時間とい う急速な伸展成長を示す. まず,
急速な伸展成長を行っ て い る柄細胞に つ い て凍結割断法
に よる電子顕微鏡観察を行っ た. そ の結果, 細胞壁の 外
側に姓hydrophobin 様 の ロ ッ ド レ ッ ト構造 を示す物質
が存在して い る ことが発見された . ま た, 細胞壁の 最内
層で は, ミ ク ロ ア イ プリ ル が主と し て細胞の長軸に対 し
て 直角に配向して い る の が観察された . さ らに, 細胞膜
に は, 直径5 - 15n mの 様々 な大きさの 額粒 が存在する
こ とが観察された. 次に, こ れらの構造が柄細胞の 伸展
成長に伴 っ て どの ように変化するかを詳細に 翻査した .
そ の結果, ロ ッ ド レ ッ ト構造を示す物質は伸展成長が終
了した後に も観察され, こ の物質が伸展過程申に 生成さ
れ続けることが示唆された. ミ ク ロ フ ィ プリ ル は, 急速
な伸展成長が始まる前で はほとんどが細胞長軸に 対して
直角に配向して い たが, 成長が終わる直前では平行に配
向して い る もの も観察された. また, 額粒の密度は成長
速度に並行して増加して い た. 顛粒直径の分布の変化は
ほとん どみ られなか っ た. 成長が終わる直前の細胞に お
い て , 細胞膜上に 杜顧粒の他に線状の膜の盛り上がりが
観察された , こ れは ミク ロ フ ィ プリ ル が厳に押し付けら
れて で きた刻印 (impres8ion) であると考えられる. そ
して , 刻印上に は額粒が乗 っ て い る ように見える像も観
察された . こ の 顧粒はミク ロ フ ィ プ 1) ル の合成に関与し
て いる可髄性が考え られるが, そ の ことを証明するため
に は, 免疫電顕な どさ ら に詳細な珂査が必要である.
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感染研究部門 系統発生分野
蛍光抗体染色法 に よる真菌間相互作用の解析
鈴 木
西 村 和
柴 田 啓
吉 田 詐
形 ( 千璃大学教育学部)
千 (千葉大学弟嫁徹研)
畢(千乗大学真披赦研)
- (千乗大学寅核微研)
研究成果
ア ン モ エ ア 歯間の相互作用を解明する 一 環として, 蛍
光抗体法に より平板培地上で ア ン モ ニ ア薗の菌糸間競争
の解析を試み た . 供拭軌まATnblyo8POr払m botTyti8,
Asc obolusde7ul血tzL8. Lyopね/lluTntylic oloTL, Oopri･
n u sphTyctidospoTu 8, Hebelo m a･uin o sophyllu m の 5種
とした. 液体合成培地で各菌を培草し, 破片化した菌糸
濃蘭液を抗原とL, 家兎の耳に静脈注射して各菌に対す
る抗体を作熱した. 各抗体に 2種窺の 蛍光色素 (FIT C
及びT RIT C) をそれぞれ榛織して蛍光抗体を作製した.
ス ラ イ ドカ ル チ ャ - で対噂培養(pI子5. 5, 7. 0, 9. 0)
した挽体を蛍光抗体で二蜜鈍色した のち, 対暗部位を検
鎖した. A . bolt.ytis の栄養菌糸体 は, い ずれ の pE に
お い て も他の 供拭4菌との対時におい て 菌糸の屈曲や屈
折を示した . A. de Taudatusの栄養菌糸体は, pH 7. 0で
の A
.
botrytt8との対時に おい て 防御的な菌糸束を形成
し. a. phlyctidospoTu Sとの対時にお い て は侵入的な菌
糸束を形成した. a phlyctidospoT･uS の栄養菌糸体は,
pli 9. 0 で の A. botTy ぬ 及びA. denudatusとの対時に
おい て侵入的な菌糸束を形成した. L. tylic oloT･ の 栄葺
菌糸体は, pH 9. 0 で の A. botry払 A. den udatu8, C.
phlyctidospoT
･
ZL 8らと の対時におい て 侵入的に混交した
が, H. L'ln os ophylluTn と の対時に おい て は菌糸の 屈曲
を示した. H. uhos ophyllu mの栄養菌糸体は, pI1 9. 0
で の他の供試4薗との対幅におい て 侵人的な菌糸束を
形成した. さらにH. uhos ophglu m の栄養菌糸体は,
pH7. 0及びprI9. 0 で の A. むotTytis及び L. tylicolor
と の対時におい て優越的な侵入を示した.
中性から弱塩基性条件下で は菌糸束形成が促進される
傾向がみられたこと, 及び遵移順の後の菌が遷移順の前
の菌に対して侵人的に増殖する傾向を示したことから,
尿素処理後の pf工の高い 時期に おい て遷移後期の菌を含
めた各ア ン モ エ ア歯間で 同 一 基質をめぐる競争が生じて
い ると推察される.
研究発表
1) 宮本 学, 鈴木彰, 栗田啓幸, 西村和子, 蛍光抗体
故に よる ア ン モ エ ア菌間の菌糸間競争の解析, 日本
薗学界41回大会 (於 広島大学総合科学部)19g7年
5月25 日
2) Su z uki A. , M iya m oto M . , Ktlrit且 N . and
NiBhirn u r a . An an aly8is of hy phal competitio n s
a m o ng a m m onia fll ngi by a flu o r e s c ent antibody
tech ique. Myc oscienc e, 38(4)(in prepar atio n),
1997.
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感染研究部門 感染機構分野
病原性黒色真菌の 化学分類学的研究
前 林 行 雄 (東京情報大学)
福 島 和 貴 (千葉大学真核徴研) ■
宮 ･治 誠 (千葉大学其核徽研)
西 村 和 子 (千葉大学真核徽研)
滝 沢 香代子 (千葉大学真核徽研)
研究成果
黒色真帯の うちヒ ト に病原性を示すもの として30属5P
種が報告されて い るが, 病原真菌として重要なもの は7
属である. 属 の決定ほ分生子形成を基準に行われており,
明確な形質がない ため蘭学的分現, 同定は容易で な い .
こ の黒色其菌の 菌学的分類の 困難を打開するため化学分
類の指療として ユ ビキ ノ ン(Q)の 分析と･RA P D(Rando m
AmplifiedPolym orphic D N A) 法の応用を試みた.
1 . 黒色真菌の ユ ビ キ ノ ン分析
(1) CladospoT.iuT n属で は, 3種 の ユ ビ キ ノ ン , Q-9,
Q - 10, Q - 10
A(H2) が見い 出され, 本属の hete roge-
n e o u sな Qシ ス テ ム お よび病原性を有する菌は句 - 10
を m ajorQとして有する ことが明らか とな っ た.
(2) P hiatopho ra属 の Q シ ス テ ム は, Q - 10, Q - 10
(H2) をm ajorQとするheterogen eo u sである ことが
明らかとな っ た が, ty pe spe cie白で ある P. u eTn C O Sa
はQ - 10を示 した.
(3) そ の他Eylophy pha の Q シ ス テ ム は heteroge ne o u s
で, Lyeythopho T
･
a 6pp. の それはho moge n eo u sで あ
る こ とが明らかな っ た .
2
.
R A P D法に よる病原性黒色真菌Fon se ca ea pedrosol
の 分子疫学的研究
日本で 分離され たF. pedr o s o115株および中南米渚国
で の分離株を中心.に , 中国, タ イを加え た臨床 (28株)
および自然界分離株を被検薗とした. 分析 の結果 , 7種
の prim 白r で 増幅が詠められ たが , 特 に 3種 で 情報解析
に 優 れ た 畠egm e nt が 示 さ れ た . prim e r-1 の R A P D
patter n は 日本株と中南米株の 2 つ の ク ラ ス タ ー に 大別
されるデ ン ド ロ グラ ム を与え た, 中国株はE]本棟と, タ
イ株は中南米株とそれぞれ同 一 の ク ラ ス タ ー に属した.
コ ロ ン ビ ア の 2株は自然界分離株で あるが, 日本, 中南
米の何れの株とも離れた単独の位置を占めた. 日本の鶴
沫分離株と自然界分離株 の genetic 8imilarity は極め て
高く, 相互 の遭伝子上の 近縁性が示唆された. 本祐乗は
R A p D壊が本菌種の 分子疫学的研究の 有用な手法と な
る ことが示された. prim erJ7 で 増幅され, 各 str 8irlに
共通な 547お よび240bp の バ ン ド に つ い て は D N Aの塩
基配列を明らか に した.
研究発表
1) 滝帝香代子, Ka oru O k&da, 席 麗艶, 前林行雄.
西村和子, 宮治 誠 , 福島和貴 : RAP D法による
黒色真菌FQn8e Ca ea PedT･O S Oiの 分子疫学的研究.
日本菌学会第41回大金 講演要旨集p43, 1997.
2) Kazutaka, Ftlku 8him a, Liya nXi, Kayoko Taki組 ･
w al , Ka oru O kada , Ytlkio M a ebaya shi, Kaztlko
Ni怠hi皿 u ra , a nd Makoto M iyaji : M olec ular
epide miologic alstudy of de m atiace o u畠fu ng11 Sby
R APD m ethod - Fo nsec ae apedr os oi, Thelath
Congre ss ofthelnterm ational Societyfor Hu m a n
a nd Anim al Myc olog y, Abstra cts p115, Pa rr na,
ltaly, 1997.
3) 滝帝香代子, 佃 洋子, 前林行姐 西村和子, 宮治
誠, 福島和瓦 P hla ophoT･a L'eT･T･ u CO S aの化学分類 ･
分子疫学的研究. 第41回日本医真商学会総 会 呉薗
誌, 38(増刊2号): 103, 1997
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活性応答研究部門 化学療法分野
ア ム ホ テリ シ ン B の副作用抑制に関する研究
寺 田
斎 藤
宇 野
赤 尾
率 正 (名城大学薬学部)
鷺 ( 岡山大学兼学郎)
潤 (千兼大学尭核徴研)
三太郎 (千弟大学其核徴研)
研究成果
ア ム ホ テ リ シ ン B (A M P H) の 作薬機序の 評細 は,
まだ 十分明らかとな っ て いな いが, 嬢 ス テ ロ ー ル を壌的
と し. 膜中で モ ル比1 : 1 で A M P H- ス テ ロ ー ル 複合
体を形成し, 膿の 透過性を非生理学的状態状態にする膜
障害で あることば, 凝い な いと考え られ て い る. ま た,
抗展歯作用と動物細胞 へ の 考性の適 い は, 生体膜の 構成
成分であるス テ ロ - ル の適 い であるとされて い るが, そ
の分子的基盤は明らかで はない . 我々 は, 分子力学的に
親和性の 適い を明らかにする目的で , A M P H- ス テ ロ ー
ル 複合体の 分子力学計昇や分子動力学計算を計画した.
現在は, コ ン ピ ュ ー タ に よ る分子動力学計欝に よ っ て以
下の 結果を得て い る. 1) 真空中計算で は, A M PIi単
体は, 結晶中同じ平面と湾曲した コ ン フ ォ メ ー シ ョ ン が
得られた . しか しなが ら, これらは何れも エ ネ ル ギ ー 的
に逢 い は見られなか っ た. 2) 真空中で の A M P H とス
テ ロ ー ル 複合体は, ス テ ロ ー ル の 違 い に よ っ て A MP H
の コ ン フ ォ メ ー シ ョ ン お よぴ ス テ ロ ー ル の位置に遠い は
なく, 相互作用は エ ル ゴ ス テ ロ ー ル より コ レ ス テ ロ ー ル
が0. 21kc al強 い とい う結果で あ っ た. 3) 水中に お い
て は, 単量休で も複合体で もマ ク ロ ライ ド環は, 湾曲し
ており, 相互作用は エ ル ゴ ス テ ロ ー ル の 方が コ レ ス テ ロ ー
ル より7. 36kc al強固である と い う結果を得た. ま た ,
細胞膜中を想定した A M PH と ス テ ロ ー ル お よぴ リ ン脂
質の 三豊体で は, い ずれも平面の コ ン プ オ メ ー シ ョ ン を
とり, エ ル ゴ ス テ ロ ー ル の 方が コ レ ス テ ロ ー ル よ り
1
. 36kc al安定であると計算された.
そ の後の研究に より, 従来ア ム ホ テ リ シ ソ B - コ レ ス
テ ロ
ー ル 複合体の結合比は モ ル比1 : 1と考えられ て い
るが, こ の 1 : 1 の結合比は, 結合の中間で あり. 複合
体は1 : 2も存在する可能性を見いだ した. 現在, 詳細
を分光学的手法を用い て検討して い る.
研究発表 ･
1) 子安勝也, 寺田率iE, 赤尾三太駄 宇野 潤 :
Amphotericin B の コ ン フ ォ メ - シ ョ ン 解汎 薬学
会東海支部例会, 抄録集, p.181. 1996.
2) 宇野 潤, 鎗B]響子, 赤尾三太郎, 寺田幸正 ; ア ム
ホ テ 1) シ ン B と ス テ ロ ー ル 頬 の親和性の 解析 .
第40回医真蘭学急 抄録集, p.100, 1996.
3) 宇野 潤, 鎗田響子, 赤尾三太郎, 寺田幸正 : Am
photericin B-chole ster ol複合体の抗真薗作用と 肴
性軽減の研究. 第27回医真歯学金, 抄録兼, p,80,
1997.
4) 宇野 潤, 鎗田響子, 赤尾三太郎, 寺田幸正 : コ レ
ス テ ロ ー ル に よ る ア ム ホ テ 】) シ ン B の 副作用軽減
の研究. 第13回教生物シ ン ポ ジ ウ ム ｢分子生物学と
そ の薬学領域における応用面+, 抄録免 p.65- 68,
1997
.
5) 寺田幸正, 河合 考, 深田 番, 宇野 潤 : ア ム ホ
テ リ シ ン B の溶液中の存在状態に つ い て . 平成9
年渡英学会東海支部例会, 抄録集, p .32, 1997.
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活性応答研究部門 化学凍法分野
海洋由来放線菌の 生産す る抗真菌物に関する研究
深 井 俊 夫 (東邦大学薬学部)
野 村 太 郎 (東邦大学薬学部)
栄 一綱 邦 男 (農水省水産大学校)
宇 野 潤 (千葉大学異核徴研)
赤 尾 三太郎 (千葉大学真核徴研)
研究成果
我々 は, 各海域の 海水 ･ 海底の泥および浮遊物などか
ら採取され, 未処理で保存されて い るもの , お よび最近
の練習船の航海で採取された海水, 海底の 泥の 中から放
線菌を卿iO株と細菌類約50株を分離 した. こ れ ら分離さ
れ た微生物の 内, 抗真南活性物質を生産 して い る菌株の
うち興味をもたれる放線菌2株 (1461林と1774株) と細
菌1株 (0187) を寅核徽研に お い て培養し, そ の 培養液
の精製を試みて い る. 今回は, 放線菌1461株の抗真菌作
用物質は. 脂溶性で環状構造物質であり, さ ら に グア ニ
ジ ル 基を有する可能性を見いだし, 現在精製お よび構造
研究を行 っ て い る. 細菌か らの抗生物監 精製が進み環
状ぺ ブタイ ドである可能性と これもまたグア ニ ジ ル基を
有する ことを見い だした. そ こ で今回の研究 の延長と し
て, 側単未鰍 こグア ニ ジ ル 基を有する環状抗真菌物質
(マ ク ロ サ イク リ ッ ク ラク ト ン系および環状 ペ プタイ ド
系抗生物質) の研究をも開始した. 我 々 の保存菌珠の
一
つ Baeillus polyTnyXa か らは, 数種の環状 ペ プタイ ド系
物質が確羅されて い る. 今年度は, それ らの物質の 内4
零を単離し構造研究をした結果Fu Baricidin A お よびB
と K T1 6291Aお よびB で ある ことを証明した . グア ニ
ジ ル 基を有する抗生物資として は, copia m ycin,
n e o c opia myAn A, glla.nidolide A が知られて い るが ,
これら生産菌を コ バ ル ト塩を含む培地中で培養す ると
neoc opia mycinBを生産する , 今回 臥 n eoc opia mycin
B を精製 単離して , 帝遺研究を お こ な っ た 結果,
n e oc opi8 myCin B はne oc opi且myCin A の13位 の水観基
の欠如したもの で ある ことを見い だした. またそ の他の
物質に つ い て は, 今後構遼研究およぴ抗真菌作用の 検討
を行う .
研究発表
1) 深井俊兎 黒田 潤, 石塚園子, 入江恭子, 野村太
郎, 宇野 潤, 赤尾三太郎: Strepto TnyCe8 hy gT.(ド
s c opicu sLv a r.-cri･8talloge nesの生産する抗真菌抗
生物質neocopia mycin B の構温 帯117年会薬学会,
& & %p.176. 1997,
2) 深井俊夫, 黒田 潤, 小西正隆, 野村太郎, 宇野
潤, 赤尾三太郎, 釆栖恵 二 : BacilLL8 POZym yxa し
1129の 産生する抗真菌抗生物質L I- F の 構造,
第117年全英学会, 抄録集, p.176, 1997.
3) 宇野 潤, 赤尾三太郎, 深井俊夫, 野村太郎:抗真
菌 m acro cycliclacto ne抗生物質の選択考性の検討.
第117年会薬学会, 抄録集, p.185, 1997.
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感染研究部門 系統発生分野
肺真菌症 の 診断に関する研究
多都田 弘
海 野 広
本 田
獅子原 孝
栗 L.1+ 喬
宵 治
亀 井 克
横 山 耕
士 (船橋市立医療セ ン タ ー )
過 (千兼大学医学部)
覗 (干兼大学医学部)
捕 (鮭川口病院)
之 (千兼大学医学部)
誠 (千葉大学其核徴研)
顔 (千架大学共核微研)
袷 (千乗大学其核微研)
研究成果
Sehiz ophyuu m e oTn Tn u n eの 臨床分離株を寒天 ビ ー ズ
に封入し, これを経気道的に 投与する ことにより, 倭襲
性肺感染モ デ ル を作製するとともに, ア ム ホテ 1)シ ン B,
フ ル シ ト シ ン , フ ル コ ナ ゾ ー ル , 5S Y 726 などの 治療実
験を行い. 木南感染症における種々 の 抗真南剤の有効性
を検討した . こ れらの 知見は, す で に臨床儀域に おける
応用が開始され 治療に役立て られて い る. 診断に関し
て は. 独自に作製した抗原を用い た血清診断法に より,
気管支噛息, 肺結核後遺症な どに おい て 患者の 約20%
が S
.
c o m Tn un eに対 する抗体を保有して い る ことを確
認し報告した. また, 我 々 は ム ー コ ル 症の 起因菌で ある
ChTW Lingha m ella be rtholletlae の胞子を健気道的に 投与
するこ と に より, 肺 ム ー コ ル 症 の モ デ ルを作製して い る
が, さらに鉄 の キ レ ー ト剤 で あるdefe roコくamineを投与
する こと に より, 強力な免疫抑制を行う ことなく, 本症
を発症させ る こと に成功した｡ なお, いずれ の 真菌症に
対して もP C R を用い た過伝子診断法を開発中で あ る .
研究発表
1) 海野広遭, 亀井克彦, 本田 明, 機山新治, 栗山
喬之 西村和子･:Schiz ophyllLm l C O mTn u T Wに よ る
マ ウ ス肺感染モ デ ル の作成. 第40回日本医真南学会
総会, 真南誌37(増刊1号):91, 1996
2) 海野広温, 亀井克彦, 本EE[明, 横山耕漁, 栗山
喬之, 西村和子 : SchizophylluTn C O mTn ZL n eマ ウ ス
肺侵製性感鞄 モ デ ル の 作成と Am photericin B に よ
る治療効果の検札 罪71回感染症学会総 会 感染症
学雑誌 71(臨時増刊号):91, 1997
3) 本田 明. 亀井克 彦, 海野 広道 , 栗 山喬之 :
仇T mhgham ella be rtholletiae に よ る マ ウ ス 肺感染
モ デ ル の作及 第45回日本化学療法学会砲金, 日本
化学療法学会雑誌 45(増刊A):70, 1997
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活性応答研究部門 化学療法分 野
海洋生物由来 の抗真菌物質 の 探索
小 林 淳 一 (北海道大学薬学部)
三 上 嚢 (千葉大学真核徴研) .
研究成果
沖縄産海綿 EalichoTh ia sp. より単離 した新規 マ ク
ロ ラ イ ド化 合 物 h al ishigami de A, B , C, D に ,
TT.ichophyton TneTLtagrOPhytes(M IC, 0. 1, 25, 25,
6. 5FLg/ ml) に対して抗美園活性が認められた. ま た ,
放線菌NoeaT･dia bT･a Sillie nsisIF M O406 より単離 した
新規 マ ク ロ 1) ド化合物br asilin olide A に, AspeT
･
gllzLS
niger(M IC,3. 13FLg/ml) に対して 抗其菌活性が認 め
られた. 一 方, 放線菌Noc ardia bra silieん由 IF M OO89
より 単離 した 新規 ベ ン ツ ア ン ト ラ キ ノ ン 化合 物
braBiliquin o ne A. a, C に, Mycoba cte Tiz&7n S megm ati8
A T C C 607. M ieT･O eO CCuS IzLteu SIFM2066, Staphy-
loc occLES aure u8 M R S A IF M 62971(MIC, 0. 39 - 50
〟g/ ml) に対し て抗菌活性が認められた.
研究発表
1) fL Shige m ori, Y . Tan aka , E . Yaza w a, Y .
Mikami and J. Kobayashi: Bra8ilin olide A, new
im m un o sp pre8Bive m a cr olide fro m actino m ycete
Noc aT.dia bT･a811ieTZ Sis. TetT.ahedT10n : 52, 9031-
9034, 1996.
2) M . T8 uda, 甘 . Sate, Y . Tan aka, I(. Ya za w a, Y.
M ikami, T. Sasaki.a nd I.
Kob8ya8hi: Br asili-
quin o nesA
- C, n ew cytoto xic benz[a]anthra-
qtlin o n eswith all ethyl grotlp at C
- 3 fro m
actin6myc8te Noca T･d 払 bT･a SilLensis, a . CheTn .
So c. , Perk 払 Tra nsI I, 1773- 1776, 1996.
3) 繁森英最 小林淳 一 , 田中泰子至, 矢沢勝#, 三上
某, 放線菌Noca T･dia brasuie nsi8 より畢離した新
規 マ ク ロ リ ド化合物 Br a昌ilin olide A の構造, EI本
薬学全集117年金策境要旨集, p . 182, 1997年3月
28 E1
4) 津田正史, 佐藤弘#, 小林淳 一 , 佐々木琢亀 田中
泰至, 矢沢勝 清, 三 上 嚢 , 放 線 菌 NocaT･dia
bT･a SilieTI Sis より単離した新規 ベ ン ツ [a] ア ン ト ラ
キ ノ ン 化合物Br asiliquin o n esA - C の 構造, 日本
薬学会第117年会黄 演要旨集, p. 183, 1997年 3月
28日
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溶性応答研究部門 形態応答分野
菌根菌菌糸 の 微細構造解明
森 永 力 (広島大学=学部)
竹 尾 淡 泊 (千頚大学真核徹研)
研究成果
マ ツ タ ケ の繭糸生育は非常に遅い, 浜朗培地の平板プ
レ ー ト上で 1 カ月 に約1cn径ぐらい しか生育しない . そ
れら培養菌糸は培地に張り付くように生育し, 鯛様の光
沢がある . そ こで , メ ス を用 い て培地上の 菌糸を薄くは
が し, ス ラ イ ドガ ラ ス の上 に載せ.'fltlO 8tainl･を用い て
まず菌糸艶色を行 っ た. 培地上の菌糸をメ スを用い て は
が したとき, 菌糸状態を保 っ たままで サ ン プル作製が可
能か どうか確かめた. そ の結果, . 多数の 菌糸が密に生育
しており, ひと っ ひと つ の菌糸を確か めることが で 重な
か っ た. そ こ で, ス ライ ド カ ル チ ャ ー を行 い, ス ラ イ ド
ガ ラ ス上に薄く菌糸を生育させる こと に した. 培地上で
の生育よりさらに生育が悪くな っ たが, 約3 カ月培拳後,
や っ と菌糸染色する ことが で きた . 一 つ の 細胞中 に
D API染色に より2核存在する ことも確報で 着た. しか
し, ク ラ ン プ コ ネ ク シ ョ ン は観察されなか っ た. - 方,
浜田培地上の 3カ凡 6 カ 凡 9 カ月, 12 カ月培養菌糸
を用い て, f1 r aに よりミ ト コ ン ド 1) ア の 染色を行 っ た
が, や はり菌糸が密集して い るため確認で きなか っ た.
現在, ス ライ ドカ ル チ ャ ー に より再度ミ ト コ ン ドリ ア の
染色を試みて いる.
感染研究部門 薫育生態分野
各種界面活性剤 の真菌に対する影響
長谷川 修 司 (千葉市環境保健研究所)
宮 治 誠 (千葉大学真核微研)
西 村 和 子 ( 千葉大学真核徴研)
田 口 英 昭 (千葉大学真核微研)
研究成果
河川に流出する各種界面活性剤が環境汚染問題とな っ
て い る . 我 々 は家庭や各事業所で使用され て い る各種界
面活性剤の 環境に対する影響を知る目的で , 単 一 菌糸の
成長速度が 測定可能な BioCell - Tr a c e r装置を用 い ,
AspeT
.
glllu8fu T nigatusの 菌糸成長速度を指槙 とした実
験系により環境に対する影響を観察して きた. 今回, ノ
エ ル フ ユ ノ - ル 界面活性剤 ( 一 般洗 礼 一 般乳化剤等に
使用) の Aspergillu 8fLLTningatus の 成長 に 対する濃度
の影響を検討した. 実験方法は Syntbetic A min o A cid
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MeditlrnforFl皿 gi (S A A MF) を対照に界面活性剤を
10,000, 20,000, 弧 000及び弧 00倍希釈溶液中で の成
長速度を比較した. そ の結兎･S AAM F培地中で の成長
は3時間の観察におい て も安定した 一 定 の 成長速度を認
めた. 同界面活性剤の10,000倍の 希釈溶液中で 杜完全に
成長が停止して い る ことが示唆された . 犯 000倍希釈溶
液で は 一 時的 に成長が抑制されたが約2時間後には成長
が回復する兆しを示した. 40.000倍希釈溶液中で は対腰
sA A MF 中よりば遅い もの の成長は維持さ れた. 80,000
倍希釈溶液中に おい て対照S A A M F申とほぼ同様の 成
活性応答研究部門 化学療法分野
最速皮が認められた,
こ れらに より, 同界面活性剤は環境中におい て 弧 000
倍以上の希釈が為されない ときに はある種の微生物の 成
長 に影響を及ぼす可能性が示唆されたため, 自然界で浄
化作用を担 っ て い る微生物等 へ の影響を考慮する必要性
も今後重要な問題に なりうる .
故に, 更に環境水中に流出する可能性が考え られる各
種界面活性剤を濃度別に検討する こ とが必要と考えられ
氏.
ア フ ラ トキ シ ン誘発肝癌細胞 の癌化過程 における
腫療 マ ー カ ー の 生化学的およ び免疫組織化学的研究
犀 川 正 剛 (麻布大学環境保健学部)
赤 尾 三太郎 (千葉大学真核徴研)
研究成果
我々 は これまで に, ア フ ラ トキ シ ン Bl に より訴発 し
た ラ ッ ト肝癌組織より転移能を示す肝癌細胞株 A F B l
を分離し. 細胞骨格成分な どの細胞生物学的性質を換索
してきた.･今回 は, ヌ ⊥ ド マ ウ ス の 皮下 へ 肝癌細胞株
A F B l お よびJBlを移植 し, 癌細胞の発育速度や痛組織
の構築状態を爾 ベ るため, 病理組織学的お よび免疫組織
化学的検索を行 っ た. 各培養細胞106個を ヌ ー ド マ ウ ス
背部皮下 に接種し4 日おきに腰痛の大きさを計測し, 52
日間観察 した後塵癒を輸出し, 病理組織学的お よび電節
約 に, - 部は免疫組織学的に 検索した.■そ の 結果, 癌細
胞の ヌ ー ドマ ウ ス 皮下で の 発育速度は. JB lの 方が A F
B l より大きく , ま た, 腰痛Q) サイズJBlの方が大きか っ
た. 培養細胞株の 生者率は, 正常肝細胞株 B L9が 0%,
JBl が75%, A F Bl が100%であ っ た . 接種郎 の腰痛 は
いずれ も独立 した充実性を示し, 中心部に壊死が認めら
れた. な お , 他 の臓器 ヘ の 転移は A FBl, J Bl ともに 認
められなか っ た. 光顕的所見で は, 両癌細胞株は充実性
の大小不規則な小葉構造を構成し, JBlで は特に小腺腔
形成が目立 っ た . 電覇的観察で は, A F Bl は胞体内に多
数の微繊毛の 発達したintra cytop18.S mic cy8t が認 め ら
れ 細胞の 一 部 の表面が突出して そ の 表面に規則的に配
列 した徽繊毛が観察された. JBlで は故紙毛の 発達 は軽
度で あ っ た . A FB lで 認 め られ た intr acystoplasmic
cy8t形成払 ヒ トの 乳癌細胞や コ ル ヒ チ･ン投与後の ラ ッ
ト小腹吸収上皮細胞で 認められ て おり, 我々 が第 51回
日本癌学会総会 で報告した A F B l細胞内重合 チ ュ ー ブ
リ ン局在が初代培養肝細胞と比較して 減少して い た所見
と関連の ある こ とが示唆された . また , 癌細胞の増殖感
度を調 べ る た め , 核内低分子 R N A(s nR N A)に対する
モ ノ ク ロ ナ ー ル 抗体 (抗 P C N A, メ ダ ッ ク杜) を用い
免疫組織科学的検索を行 っ た結果, JBlの 活発な充実性
増殖を示す細胞核内に高度の局在が認め られた . こ れ に
対し て, AF Blで は活発 な増殖部の細胞に低廉か ら中等
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鹿の局在が踏められた.
研究発表
1) M itsutar oA ka o, Keiko Kll rOda, Tohru Gonoiand
Seigo Kishikaw a:Is olation of a m etA8taSiEing
ca nc e rc ell line fr o m a n aflto xin B 1 - indllCOd
r atliv ertu m o r, C ho m. P harrn. Bt11
.
40: 1299-
1302, 1992,
2) 梓川正W[J, 赤鴇三太郎, 熊田啓子, 渡辺慶 - : ア フ
ラ トキ シ ン Bl 新発 ラ ッ ト樹立細胞株に おける細胞
骨格の 免唆組織化学的撫礼 節51匝旧本痛撃金線免
抄録免 p.204. 1992,
3) 尉Ir正剛, 赤尾三 出払 恩田啓子, 宇都宮洋才, 渡
辺鹿 - : ア フ ラ ト キ シ ン B.窮発 ラ ッ ト肝癌樹立細
胞株に おける ラジカ ル , 脂質過敵化防御系の免疫細
胞化学的検肘. 第52回日本療学会総免 抄録集,
p.872, 1993.
4) Seigo Kishik且W a, M it8 utarOA k80, Keiko kuroda,
Moto n obu Har a,･Mhs afumi Fukuy8 m a, Keiichi
Wata n abe alld Yukiaki Kuroda : lm m u no cy･
to chemic alloc alizatio nofinter m ediatefila m ents
in aflatoxin a 1-indu(泊d ratliv er tll m Or CCl18in
vitro
.
TiBB. Cl山 . Res. Com m u n. 13: 91- 96,
1994.
5) 尉rl正剛, 赤尾三太郎, 黒田啓子, 河過葬, 凍辺康
一 : ア フ ラ ト キ シ ン B. 誘発ラ ･y ト肝癌樹立細胞梯
における ラ ジ カ ル ･ 脂質過酸化防衛系酵薬の局在観
察と漁色体分帆 第5a回日本癌学会給金, 抄録免
p.355, 1994.
6) 梓川正札 赤尾三太l弧 萩原禽久嵐p汲辺康 一 : ヌ ー
ドマ ウ ス ヘ 移植したア フ ラ トキ シ ン Bl 紡発 ラ ッ ト
肝細胞の超微形態学的特徴. 第56回日本癌学会総会
発表予瓦 1997.
7) 赤尾三太郎, 嵐= 正剛: ア フ ラトキ シ ン Bl訴発ラ ッ
ト肝癌細胞に お い て 欠失または出現 する m R N A確
に つ い て
. 第56回日本癌学会総会発表予定, 1997.
活性応答研究部門 化学療法分野
病原性放線菌によ る抗生物質の不活化に関す る研究
原 田 健 一 (名城大薬学部)
三 上 嚢 (千葉大学真核微研)
赤 尾 三太郎 ( 千葉大学真核微研)
矢 沢 勝 清 (千葉大学兵核徴研)
研究成果
病原性放線菌, 特 に No cardia bra siliensis に よ る フ
シ ジ ン酸 の不倍化混合物に つ い て成分分析を行 っ た. こ
れ ら の混合物をイ オ ン ペ ア試薬を用い た高遠液体ク ロ マ
ト グ ラ フ ィ ー で 定量的に分析で きる系を確立した. ま た
T LC分析に おい て ､ ス テ ロ イ ド化合物に特異的に 発色
する バ エ リ ン ･ リ ン 酸 の 発色試薬で , ノ カ ル ジ ア の培地
成分は茶色に発色し, それ以外の フ シ ジ ン硬と そ の関連
化合物は紫色に発色する こと が明らか に なり, TL Cで
の単難がより容易にな っ た.
不法化混合物より, 既知 の脱 ア セ チ ル後 に ラ ク ト ン 環
を形成した化合物(C)を単離した . 他の 単離し た不活化
物はこ の 既知化合物 (C) にさ ら に2 つ の 酸素原子が導
入され , 酸化された化合物(A)と推定さ れた . 化合物 C
干重大苧 真南医学研究セ ン タ ー 報告 第1巻 平成 9年 71
から化合物A ヘ の 変換 ヘ の中間物D･の存在が示唆され･
現在こ の 化合物の 精製と単醜を進めて お
'
り, はぼそ の構
造が明らかに なり つ つ ある. しかし, フ シ ジ ン酸よりこ
れら の化合物の変換と そ の後の抽出による収量が撮めて
悪い ことか ら, フ シ ジ ン酸 より化合物C を化学的に 大
量 に合成して , 化合物C を出発物質 と して 用 い て不活
化物を大量に得る ことを目的に 研究を進める こととした.
現在C化合物を化学的に 合成するこ と に成功 して おり,
今後 こゐc化合物 を用い て の 不清化物の 構洩解析を行
う予定である .
感染研究部門･感染機構分野
AspeT
･
gillus の テ レオ モ ル フ 種 に おける
マ イ コ トキ シ ン の生産性に つ い て
堀 江 義
宮 治
西 村 和
福 島 和
- (千葉県立中央博物館)
誠 (千葉大学其核敏研)
千 (千葉大学真核微研)
貴 (千葉大学真核徴研)
研究成果
現在 AspergillzLS の テ レ オ モ ル フ 属と し て は Cha eto-
s a rto rya, m chlae n a, EduyilliLZ, ETn e ricella, Eurotium ･
Fe nTu!llia, He micarpenteles, Ne os aT
･tO T a , PetT
-
O my
-
c es, saitoa, ScleT
･
O C由ista, Wa TIC uPiella な どが 報告 さ
れ て い るが, 分布頻鼠 食品か らの分冊札 生産する マ
イ コ ト キ シ ン な どか ら考え食品衛生学上長も重要 と考え
られる蘭 はEm e ricella, Neo sal･tO rya, PetT･OmyCe8と考
えられる . 今回は中国, ブラ ジ ル の土壌中より分離した
株を中心 に 保存株を加 え Em eT･icella , Neos a T.tot.ya,
petT･O myCeS の 現在報告されて い る全種に つ い て マ イ コ
ト キ シ ン の 生産性を検索 した. す なわち, ETn ericella
に つ い て は発 ガ ン性 マ イ コ ト キ シ ン sterigm atocystin
(STG ), Neo sa rtoTTa に つ い て は疫学性
■
マ イ コ ト キ シ
ン fu mitre m orgin A a nd B (F T Aand F T B),
petroTnyCe Sに つ い て は発ガ ン性 マ イ コ ト キ シ ン で あり
血中ア ル ブ ミ ン と強く結合し, バ ル カ ン腎炎の原因物質
と して も知られて いる ocbrato 血 A (O CTA) の 生産
性を検索した.
ETn eT.ic ella は現在31笹2変唾が報告され て い るが全
種に つ い てSTG の生産性検索巷行い , E. a c rlsta 払 E.
dentata, E. e chi仙 Iata. a. falc o neTZSis, a, heterotha -
llica, E. ni血Ia n8, E. ni 血Ia ns u aT
･
. Iota. E. qu adllあー
eata. a. T
･
ugulosa, 且 par uathecia, a. pzLTPuT.e a, E･
spectabilis な どに生産性を醒めた.
Ne os arto T a は現在報告さ れて い る17種に つ い て
F T A とT FB の生産性検索を行 っ た結免 N. fenn elliae,
N , fis che rl, N . glabT.a , N . H iT･atSuha e. N ･
qlLadT
.icilWta に F T Aの 生産性が , N. a uT･ata, N, feT m e-
lliae, N . fi8Cheri, N . glabra, N . qu adrlcln cta に F T B
に生産性を認 めた .
petr o myce s alliac eusは中国の 土壌の みか ら比較的多
数分離さ れ た . 今回 は70株 の P, alllacezLS に つ い て
o c TA の 生産性を検索 した結果, 検索 した 全株よ り
o c でAの 生産性を認 めた . 麦芽酵母 エ キ ス培地上 で の
生産量は0. 9 - 146〟g/ mlであ っ た .
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研究兼轟
(論文)
1) Ho rie Y ‥ M . M iy&ji, K . NiBhirnu r a, M . F .
Fran c o a nd K. I
.
A
.
Co81he: Ne w a nd inter e白ting
specie畠 Of Em eT
･icella fro m Bra之ilia n soil.
MycoBCieJICe37: 137
- 14
, 1996,
2) Ho rie Y‥ T. Fukihar u, K. Nishim ura, H . Tagu-
chi, D. W a ng a nd R. Li: New a ndinter esting
species of Em ericella from C hinese SOil:
Mycoscien ce37:823 - 329, 1996.
3) Mo nte negro M . R ‥ M . M iyaji, M , Fr a nc o, K .
Nishirntlra, 紘. L Coelho, Y, Horie, aP. Me ndeB,
A
.
San°. K. FtlkuBhim a, D. Fecchio :IB Olatio n
offu ngi fro m nature in the region of BottlCatq,
State of Sa oP8 ulo. Br a乞il. an end8r nic are a of
paraco c cidioido myc o8i8 :M8. In 8t. 06 W aldoCm z,
Rio de Ja n eir o91: 665- 670, 1996.
4) Horie, Y . : Myc oto xin pr oduced by Aspergi 払8
tele o m orph8 :Pr oc. Asianlnt8rn at. Myc ol.
Congr.
'
96: 23- 24, 1996.
6) 耳o rie , Y . a nd D. Li: Five interesting
A畠C O myCeteSfr o mherbaldrugs. Myco 日Cien c e38:
287- 295, 1997.
(発表)
1) 堀江義 - , G. M . C. Takaki, N. B. GllSm a O, 季
冬海 : ブ ラ ジ ル産土壌菌類の 研免 日本蘭学金策41
回大会, 耗涜要旨集, p.20, 1997.
2) 堀江義 一 I 季冬梅, 挙署漁, 王端礼 王玉新:人体
より分離された AspeT･gillusの 新種に つ い て , 第41
回El本医義歯学会総会, 其菌誌 38( 増刊38) I. 107,
1997.
a) Y. Horie :Taxono mic studies o nBm eric ella and
it8 Pr Od11Ctivity of c arcinoge nic mycotoxin8.
China-Japan lnter n at. Sim p. on Myc ol. : 29- 31
0ct‥ 1997.
活性応答研究部門 形態応答分野
担子菌2核菌糸に由来する 1核性無性胞子の形成の 仕組み
北 本
森
竹 尾
豊 (鳥取大学農学部)
信 寛 (鳥取大学農学部)
湊 治 (千葉大学真核徴研)
研究成果
担子薗の 2核菌糸か らの 1核性撫性胞子(オイ デ ィ ア)
形成に つ い て 細胞学的およぴ過伝学的検討を行 っ た. ナ
メ コ およ び エ ノ キタケ の オイ デ ィ ア形成は気菌糸か ら形
成され , 先端菌糸に生ずる場合と, 主枝から直角に生じ
る側枝が断裂して 直線上に十数個の胞子が形成される場
合があり, 後者が無性胞子形成の 8割を占めた, 胞子 の
ほとん どは1核性haproidで , わずか に 2 倍の D N A
量を有するもの があ っ た. オイ デ ィ 7 の接型は母体の 2
核菌糸の 一 方 の核 に偏 っ て い た こ とから, 核の選択を伴
う側枝の菌糸の 1核化が先に生 じ,
'
選択され た核を持 つ
菌糸細胞が多核化して 断裂する仕組みが考えられた. ナ
メ コ の相互交雑2核林の F lの 多くは両親の 間に位置す
る比較優位性 に収束する遺伝形質を示し, 有性生殖に よ
り核遺伝子の等速伝化を生じた. 等速伝子か ら.2核菌糸
の核の比較優位性形質は核に存在する遺伝形質で ある こ
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とが示唆された一
研究発表
1) 曹 低 山本秀胤 西原 紅 北本 豊 : ナ メ ョ
の 二核菌糸から の オイ デ ィ ア形成にお ける核の 選択
と上下性に 関与する遭伝形質の 解析. 日本菌学会
策41回読韓要旨集p. 30(1997年5月24 日)
2) CA D Hui, Yoshin ori Ta.naka, K且nji Take o a nd
Yutaka Rita m oto : M orphologlC al a nd cytologi-
c al aspe cts of oiditlm form atio nin basidio my -
c etc, Phouota n aTn eho. Myo scie n ce (発表予定)
活性応答研究部門 形態応答分野
Candida albic ans の 菌糸伸長に おける屈気性応答に関する研究
青 木 茂 治 (日本歯科大学新潟歯学部)
竹 尾 漠 治 (千葉大学其核徽研)
研究成果
ca ndida albic a nsの 酵母形から菌糸形 へ の 転換は,
細胞分化モ デ ルとしても病原性発現との関係か らも多く
の 研究が報告されて い る. われわれは これ ま で,･本真菌
の 生育に おける呼吸系の重要性を報告して きた . 本研究
で 払 菌糸伸長に おける簡素の屈性因子と して の 可能性
を調 べ た .
菌糸伸長に対する酸素の影響を葡 ベ るため, コ ー ン ミ ー
ル (C M) 培地で作製 した薄層培養お よぴキ ャ ピ ラ リ ー
培養を行ない , 酸素洩皮勾配下で の 菌糸伸長の経過を観
察した. 酵母形 カ ン ジダ細胞を含む温溶解 C M培地の
一 滴 を カ バ ー グラ ス で覆い , 好気条件下で薄層培養した
カ バ ー グラ ス で覆われた中心部に位置する細胞 はま っ た
く増殖しなか っ たが , カ バ ー グ ラ ス録に近い部分 の細胞
は微小 コ ロ ニ ー を つ く っ た後, 菌糸を伸長し始 めた. 初
めは任意の 方向に伸長して い た菌糸は, やが て カ バ ー グ
ラ ス 線に方向転換しなが ら伸長した. 嫌気培養ではカ バ ー
グ ラ ス辺緑部 の細胞もま っ たく増殖しなか っ たが, 好気
条件に移すと菌糸が伸び始め, カ バ - グ ラ ス縁 に向か っ
て伸長した. 次 に, キ ャ ピ ラ リ ー に 温溶解C M培地 ,
C M培地で つ く っ た薄 い菌液, 最後に濃い 薗液の 順 に毛
管現象で導入 し, 添い菌液側のキ ャ ビ ラ リ ー 棉をパ ラ フ ィ
ン で封 じて空気と速断し, 他端は開放したまま培糞した.
こ の条件で, 酸素濃度は パ ラ フ ィ ン閉鎖端で低く, CM
培地側メ ェ ス カ ス で高くなり, キ ャ ピ ラ T) - 中に簡素洩
度勾配がで きる. そ の時果, 薄い菌液層中の細胞の うち
C M培地層に も っ とも近くに位置する細胞が微小コ ロ ニ ー
を つ く っ た後, C M培地メ ェ ス カ ス (空気接触部)方向
に菌糸を伸長した. こ れらの 結果か ら, a. alblca ns の
菌糸は酸素濃度の高い方向に伸長する ことがわか っ た｡
こ れま で C. albica nB 菌糸で は, 属電位と屈触性が知
られて い たが, 第3 の屈性として屈気性の 存在が示唆さ
れ た.
研究発表
1) 青 木茂 治, 久和彰江 , 仲村 健 二 郎 : Cαndida
albic a TW に おける屈気的菌糸伸長
.
第39回日本医真
蘭学会給 金 東泉 1995. 10. 21.
2)S. Aoki,S. Ito - Kuw a, K . Naka m tlra , Ⅴ. Vidotto
a nd G . Ca mpanini: Aer otr opis m in hy phal
gr o wth bf Ca ndida alblca n s. 3rd Co ngre ss ofthe
E11rOpe an Confeder ation of Medical Myc olog y,
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IJisbon, Portugal. 19 6. 5. 9. factorin hy phalgr o wth of CaTLdida albicans. (投稿
3)S. Aoki,S. Ito - Ku w a, K. Naka m ura, Ⅴ . Vidotto 準備中)
a nd 紘. Tlkeo :0Ⅹy ge n as a possible tr opic
活性応答研究部門 形態応答分野
イ ンゲ ン根腐病菌における形態分化機構の解析
宙 町 満 朗 ( 岐阜大学鹿学部)
竹 尾 漠 治 (千莫大学真核徴研)
研究成果
イ ン ゲ ン 根偏病菌(FzLS arluTn SOlaniI. 8p .
phase oli) の大型株(大型分生胞子しか塵生しな い
樵) と小型株 (小型分生胞子しか慮生しな い株) の
rD N A- ITS領域の 塩基配列を爾 ペ た結果, 大型株
と小型株の間で遠いが見られ, それぞれに特有の 配
列があるこ とが明らか にな っ た. また, 大型株に も
わずか に小型株の 配列が, ある い は小些株にも大型
株の配列があること, すなわち大型株と小型株の い
ず れ に も 2 種轍 の 配 列 が顧 菅 な 貴 的 比 で
b8t8 rOgenic に存在する ことも明らかにな っ た . さ
らに, こ うした rD N A- ITSの heter oge neity は分
離時期や分離場所が氷包塊法となる大型株 およぴ,
それらから継代培亀 化学処理, 非宿主培地での培
養, で得られた小型株の い ずれに も見いだされた.
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